
令和７年１０月３１日 

Poco a poco …     

地区リーグ戦は残りゲーム全勝で‼ 

「K’s football style」は最後まで貫き通す‼ 

52期生は各リーグ戦に向けて最後の闘いへ挑む‼ 

“K’s football style”で、三年間積み上げてきた全てを結果で出す‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚽選手権代表決定戦の悔しさを忘れずに、高校サッカー残りのリーグ戦に全てぶつける⚽ 

週末の雨の影響からか（土日の雨は七週連続）、今週は朝晩の冷え込みが一気に強くなり、二か

月くらい一気に季節が進んだように感じています。10月上旬（二週間前）まで、水泳の授業をやっ

ていたのが不思議なくらいです。そろそろ紅葉のシーズンですね。 

第 104 回選手権予選二次トーナメントは、準決勝進出（西が丘）８チームが決まりました。今年

度のインターハイに出場した帝京高校と修徳高校を中心に、昨年度の代表である堀越高校、二年前

の代表の早実、関東プリンスに所属する国学院久我山、Ｔ１の多摩大目黒、

国士館高校、東海大高輪台で二つの代表の座を争います。果たして、11月

16 日（日）味の素スタジアムに出場する四チームはどのチームになるの

でしょうか？東京都代表まで勝利あと二つです。熱い闘いを期待します。 

それにしても、一か月前に東大和高校(T4)に敗れて、四年ぶりに二次

トーナメントの出場を逃しましたが、10月は今年度の選手権の熱戦を観

戦に行き、その後、同じ会場で第五試合にゲームを組んでいただいてき

ましたが、やはり、今年度のパンフレットに片倉高校のチーム紹介が掲

載されていないものを見ていると何とも言えず寂しいものです。例年よ

りも秋の風が冷たく感じています。                    ＜今年のパンフレット＞             



⚽football を通し『心のバリアフリー』を学び、共生社会実現の一端に触れる⚽ 

－特別支援学校ユースリーグ 南大沢学園ＶＳ志村学園 サポート－ 

今回は、10月 12日にいつも交流させていただいている東京 FID(知的障がい者サッカーチーム)

の古谷先生(墨田特別支援学校)のお誘いを受けて、清瀬内山グランドで東京 FIDと TRM を行い、

翌週の 18日は、前々任校の頃から繋がりのある加藤仁道先生(南大沢学園)からの依頼があり、今

年度よりスタートした特別支援学校のユースリーグへの会場提供と大会運営のお手伝いをさせて

いただきました。前々任校から知的障がい者のサッカーに関わるチャンスを頂いていますが、

年々、プレーヤーの数も増えレベルアップしているのを感じています。その陰には、長きに亘り

諦めずに継続してきた関係者の方々の努力の賜物であると思っています。 

『百聞は一見に如かず』 同年代の障がいのある子どもたちの全力でそして一生懸命なプレーから

学ぶべきことは生徒のみならず私たち指導者も山ほどあります。また、今年の 11月には、東京で

初の「デフリンピック（聾者のためのオリンピック）」が開催されます。多様性が重視される時代となり

障がいのある方と接する機会をいただいたことにより、子どもたちには「心のバリアフリー」や

「共生社会の実現」に近づけるためにはどうゆうことが必要なのか？について考えそして学ぶと

いう貴重な体験をするとともに、スポーツの原点である「プレーする楽しさ」に触れる機会を得

ることができました。両先生そして東京ＦＩＤチームには本当に感謝しています。次回は特別支

援学校サッカー選手権大会（もう一つの選手権）のお手伝いとなります。カテゴリーは違えど、

全国大会への切符を目指した熱い闘いが繰り広げられます。しっかり、大会のサポートをしてい

きたいと思います 

このように、片倉高校サッカー

部では、子どもたちのプレーのレ

ベルアップやチームの強化はもち

ろんのこと、様々な活動を通して

学びの機会を得ることで人間力向

上も図るなど、他校のサッカー部

が経験できないことをサッカーを

通して積極的に取り組んでいま

す。あとは、この三年間の貴重な

経験を、子どもたちが今後の人生

にどの様に活かしていくのか？彼

らの永遠の課題であります                     

                      サッカーを通して共生社会の一端に触れることができ、子どもたちは大きく成長する                       

＜After the Game＞                       

選手権敗戦から一か月が経過しました。未消化のリーグ戦に向けて 52期生もトレーニングを続

けています。10月末のユースリーグ二試合が雨天順延となりましたが、地区の二部リーグは 11

月中に完結させることになっています。予定表にも載せましたが、日程が詰まってしまい平日ナ

イターゲームもあります。また、Ｔ5の順位決定戦につきましては、親（顧問）心として人工芝

のいい環境で最後を迎えたいと思っています。現在、11月 22日に清瀬内山グランドで東京農大

一高と順位決定戦を組むことができました。残り二試合は日程が決まり次第ご連絡いたします。 

さて、選手権もいよいよ準決勝と決勝となりました。今年の大本命は、Ａブロックは帝京高校

ですが、Ｂブロックは大混戦で読めません。心情的には前ＧＫコーチの指導している多摩大目黒

高校に初の代表の座を掴んで欲しいと思っています。16日の決勝戦はチーム全員で観戦に行く予

定です。どこのチームが勝ち上がってくるのか楽しみです。 

東京ＦＩＤ と TRM後の集合写真 


